
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立与野八幡小学校 ）     学校番号 ０８５                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
○学ぶことの楽しさや喜びを味わうことができる学校   ○保護者・地域から信頼される学校 
○安全・安心で、潤いのある教育環境が整った学校 

       

          

重 点 目 標 

１ さいたま市教育行政に係る子どもの学び方と教職員の教え方の改革を推進する。 
２ 安全・安心な学校生活に向けた取組を実施する。 
３ 開かれた学校づくりの推進及び家庭並びに地域との協働体制を確立する。 
４ 教職員の協力体制の確立と指導力の向上を図る。 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

・R5 全国学力調査(6 年)の結果、国語の正答率は

全国平均を上回ったが市平均には届かず、算数

ではいずれも上回った。R5 市学習調査(3～6 年)

の結果はすべての教科で市平均を大きく上回っ

た。以上のことから、児童の基礎学力の高い定

着率が継続されていることが分かった。(現状) 

・R5 市学習調査の生活調査から、「主体的対話的

で深い学び」についても、多くの学年で肯定的

回答が市の平均値を上回っていることから、進

んで課題に取組み、考えを深めたり広げたりす

ることができていることが分かった。(現状) 

・児童が自ら課題を発見し、学習方法や発表方法

を考え出したり選んだりする個別最適な学びへ

の取組については、協働的な学びと一体的に推

進する指導の確立に努める必要がある。(課題) 

・個別最適な学

びと協働的な

学びの一体的

推進 

・さいたま市『ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ』型授業、

学びのﾎﾟｲﾝﾄ『じ・し・ゃ・ク』の視

点を踏まえた授業実践 

・児童自らによる、学習のめあてや学習

方法、発表方法についての、自己選

択、自己決定、自己評価の拡充 

・児童の学校評価「授業が楽しい」への

肯定的回答を 95％以上。（R5:91％） 

・児童の学校評価「授業がわかる」への

肯定的回答を 98％以上。（R5:95％） 

・児童ｱﾝｹｰﾄ「自分で選ぶ、決める、振

り返る」への肯定的回答 80％以上

（新規調査） 

・｢授業が楽しい｣の肯定的回答は 91.8％で

目標の 9割以上を達成。 

・｢授業がわかる｣の肯定的回答は 96.9％で 

 目標の 9割以上を達成。 

・｢自分で選び決め振返る｣の肯定的回答は

｢進んで学習｣の発問に読換え、肯定的回

答 91.4％となった。 

A 

課題：自律的な学び(自ら考え、決

め、行う)の継続的実践で、学びのｽﾀｲ

ﾙを身に付けられるようにする。 

方策：教員が授業のおいて、学びのﾎﾟ

ｲﾝﾄ｢じ･し･ゃ・ク｣の活用頻度を向上

させる。子どもはｸﾗｳﾄﾞ上に積み上げ

た学習履歴を再利用していく。 

 

・学びのポイント『じ・し・

ゃ・ク』について、説明を聞

き、どのような授業なのかがよ

く分かった。今後、授業参観や

学校公開等で、その様子を見る

ことができることを期待してい

る。 

 

・ICT の活用については、子ど

もをとおして日々活用している

話は聞いているが、活用してい

る授業の様子について、もっと

積極的に保護者や地域に発信し

たほうがよい。 

・さいたま市ｽﾏｰ

ﾄ ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄ

（SSSP）の推

進 

・全教育活動における、学習用ﾀﾌﾞﾚｯﾄに

ある教材・ｱﾌﾟﾘ（Teams、ﾐﾗｲｼｰﾄﾞ、ｽﾀ

ﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ、Canva）利活用の日常化。 

・ｽｸｰﾙﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ（SDB）の活用によ

る、学習の理解度・達成、対話・協

働、主体性などについての児童の振返

り活動の充実 

・保護者の学校評価「ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等 ICT で授

業を工夫」への肯定的回答 97％以

上。（R5:90.6％） 

・教員による ICT 利活用の日常化自己評

価の肯定的回答を 80％以上。（新規

評価） 

・教員による SDB 利活用の肯定的回答を

80％以上。（新規評価） 

・｢ICT で授業を工夫｣の肯定的回答は 96.8 

％で、目標値に肉薄。 

・｢ICT 利活用の日常化｣の肯定的回答は 100 

 ％で、肯定する A回答が+14.8P となり、 

 特に Canva の活用が進んだ。 

・SDB は児童の心の状態把握の手段として 

｢おはようﾒｰﾀｰ｣の活用を中心に進め、100 

％実施した。児童理解に活用できた。 

A 

課題：教員によって、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ活用の頻

度や活用ﾚﾍﾞﾙに格差がある。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

活用の利便性をより一層浸透させる

必要がある。 

方策：定期の ICT 短時間研修会を企画

し、すべての教員にとって持続可能

な研修体制を敷く。指導成功例を共

有し試したくなる研修会をつくる。 
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・R5 安全･安心に関する学校評価の肯定的回答は 

＜保護者＞｢友達と仲よく生活している｣94.2%、 

｢学校が好きで喜んで通っている｣94.6％ 

＜子ども＞｢八幡小が好き｣94.3％、｢みんなと仲 

よくしている｣94.9％であり、大多数が安心して 

通学している（現状） 

・子どもたちを取り巻く悩みごと、困りごとへの

対応は、個人面談や教育相談、児童個別の指導

や聞き取りなどにより、速やかに、丁寧に、組

織的に対応を図っている。（現状） 

・創立 50 年による施設・設備の老朽化が顕在化し

ている。校舎のあちらこちらに雨漏り、壁材の

剥がれや腐食が目立ってきている。市教委との

連携による補修等が急務である。（課題） 

・子ども主体の

いじめ防止対

策の推進 

・「いじめ防止」に関し、各学級の道徳

授業、校長講話、学校だより、学校

運営協議会、校内人権教育研修等を

通じた｢いじめ防止教育｣の実施 

・｢さいたま市ｽﾄｯﾌﾟいじめ！子どもｻﾐｯ

ﾄ｣への児童会児童による意図的･計画

的･積極的参加 

・年間指導計画に基づく道徳指導の確実

な実施と適切な評価 

・いじめ防止に関する校長講話（6月） 

・いじめ防止について学校だより 6 月号

へ掲載 

・学校運営協議会実施（6月） 

・子どもｻﾐｯﾄへの参加(8 月) 

・道徳授業の 100％実施と通知票への評価

所見を行い、いじめ根絶に努めた。 

・子どもｻﾐｯﾄへ参加し｢よいこと Box｣や挨

拶運動の取組を紹介することができた。 

・いじめに関する本校の実態を学校運営協

議会委員に報告し、適切に対応してきた

ことへの理解を図った。 

A 

課題：学習調査･質問紙調査の｢いじめ

はいけないこと｣に否定的回答があっ

たり、生活ｱﾝｹｰﾄでいじめ被害を訴え

たりし、僅かな数だが根絶できてい

ない。 

方策：児童会が主体となるいじめ防止

のための取組を一層推進していく。 

 

・いじめの他、何気ない相談に

ついて、教師に直接話しかけづ

らい子もいるだろうと考える。

ＷＥＢを用いたアンケート等を

活用して、『お悩み相談室』的

なことを展開することはできな

いか。 

・Sola るーむについて、児童に

どのように周知しているのか。

あまり大々的に宣伝をすると、

かえって使用しづらい児童もい

るかもしれない。難しいところ

である。また、掲示物につい

て、雰囲気があたたかくなるよ

うに工夫したほうがよい。 

・一人ひとりの

教育的ﾆｰｽﾞに

応じた支援体

制の確立 

 

・安全な施設･設

備の整備･確保 

・｢Sola ﾙｰﾑ｣の開設による、個別学習が

可能とした子ども居場所の確保 

・｢おはようﾒｰﾀｰ｣活用による児童の健康

ﾁｪｯｸと教員、保護者の連携 

 

・市教委への報告、連絡、相談、見取り

による施設・設備の補修要望 

・Sola ﾙｰﾑの開設と保護者通知、おはよ

うﾒｰﾀｰの児童運用開始(5 月) 

・心と生活ｱﾝｹｰﾄの実施と面談（4 月、9

月、1月） 

・学校 HP のﾌﾞﾛｸﾞ配信開始（7月） 

・緊急性の高いものについて、確実な修

繕や補修の実現 

・Sola ﾙｰﾑの開設、おはようﾒｰﾀｰの運用、

心と生活ｱﾝｹｰﾄ実施を計画通り進めた。 

・学校 HP のﾌﾞﾛｸﾞを 7 月から配信し、1 月

まで 53 本の記事を掲載することができ

た。 

・雨漏り、外壁落下、漏水、地面陥没、教

室ｶｰﾃﾝなど、事案の発生ごとに整備を適

切に実施し、迅速に対応した。 

B 

課題：Sola ﾙｰﾑ運用について、児童観

察の人員が確保できず、教職員に負

担が掛かっている。 

方策：PTA、卒業生、地域、関係大学の

学生に対して外部ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ人材を求人

していく。児童、保護者、教員にと

ってより安全で、居心地のよい環境

となるよう運営していく。 
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・R5 年度は年間に授業参観 3 回、学級懇談会 2

回、学校公開日 1 回、学校運営協議会 3 回、教

育相談日を隔月に開催した。行事では運動会、

音楽会、引渡し訓練、SSN 感謝の会を実施し、

学校を開く活動を展開した。（現状） 

・R5 年度の保護者学校評価「学校公開日や授業参

観、学校行事等が適切に行われている」の肯定

的回答が 98.8％で、過去 3 年間で最高値をいた

だいた。（現状） 

・学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新作業の担当職員を配置し、ﾌﾞﾛ

ｸﾞ（児童の活動の様子･活躍）やお願い事、行事

予定等をきめ細やかに配信していく必要があ

る。（課題） 

・開校 50 周年を契機に、様々な行事や事業を記念

活動として、児童・保護者・地域・職員が一丸

となって取り組んでいく。（課題） 

・ 開 か れ た 学

校、ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸ

ｰﾙの一層の推

進 

 

 

・開校 50 周年事業として、記念式典、

航空写真撮影、映画会、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯ

ﾌﾟｱｰﾄ、記念誌作成など、実行委員

会、PTA、学校運営協議会と密接に連

携し事業を企画・展開する。 

・1 年生入学のお祝い、薔薇の植栽等、

浦和ﾚｯｽﾞとｺﾗﾎﾞ事業を展開する。 

・開校 50 周年記念の各種事業を計画的

に円滑に遂行し、児童、保護者、地

域、学校関係者が満足感、達成感をも

って楽しめるよう運営していく。 

・学校だより、学校 HP、PTA だより等を

通じ、50 周年事業ｱﾝｹｰﾄで肯定的回答

80％以上を得る。 

・記念式典・祝賀会、航空写真撮影、ﾊﾞﾙｰﾝ

ﾘﾘｰｽ、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｱｰﾄ、ﾀｲﾑｶﾌﾟｾﾙ開封式、映

画観賞会、和楽器演奏鑑賞会等、各事業

を滞りなく実施することができた。 

・｢学校は保護者や地域の願いに応えようと

している｣に読替え、肯定的回答は 97.8％

となり、期待に応えることができた。 

A 

課題：周年のお祝いﾑｰﾄﾞを絶やさず、ｺ

ﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙとして、地域、保護者、

学校が、自分事として課題を捉え、

取組を進める意識を醸成すること。 

方策：学校運営協議会において、地

域、PTA、学校が、組織的、計画的、

具体的に取組みを熟議していく。 

 

・周年行事のバルーンリリース

はとても感動的でよかった。そ

ちらを参考に、１月に、中学校

の周年行事でも実施させていた

だいた。 

・周年行事で実施したあいさつ

キャンペーンはとてもよかっ

た。児童の挨拶の現状もよく分

かった。これからもあいさつが

できる子をもっと育てていかな

ければならないと感じた。 

・学校 HP のブログについて

は、行事等のイベントのみでは

なく、普段の授業の様子なども

アップしてほしい。 

・児童理解、学

校理解を図る

ための情報発

信 

・既存の校内組織と人材を活用し、学校

HP 担当を明確化し、学年教員との連

携を一層充実させ、HP 内のﾌﾞﾛｸﾞを活

性させる。 

・学校だより、学年だより、給食だより

など、保護者、地域、学校関係者に、

行事予定やお知らせ、お願いなど幅広

く周知していく。 

・学校評価｢学校公開日や授業参観、学

校行事等が適切に行われている｣への

｢そう思う｣(完全肯定回答)70％（R5

年度 57.3％）以上。 

・学校 HP 内のﾌﾞﾛｸﾞ更新にかかる学校評

価への肯定的回答 80％以上。（新規

評価） 

・｢適切に行われている｣への「そう思う」

(完全肯定回答)は 57.9％で目標値に届か

なかったが、昨年度並みの回答を得ること

ができた。 

・各種お便りに加え、児童の生活・活動の

様子(ﾌﾞﾛｸﾞ)を随時掲載したことで閲覧者

が増え、1 月末時点で 6516 ｶｳﾝﾄのｱｸｾｽを

記録した。 

B 

課題：学校 HP で子どもたち、学校の取

組の様子をﾌﾞﾛｸﾞとして写真掲載し発

信しているが、受け手側が HP を能動

的に開かなければ情報が伝わらない 

方策：学年だより配信時に合わせ、ﾌﾞﾛ

ｸﾞ更新のお知らせを学校安心ﾒｰﾙで伝

えていく。PTA が活用している情報ｱ

ﾌﾟﾘ｢がくﾌﾟﾘ｣からもﾌﾞﾛｸﾞﾁｪｯｸのお知

らせ協力をお願いする。 
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・R5 年度学校評価において、「学校」が主語にな

っている設問の肯定的回答はいずれも 90％を超

えている。教科指導以外（子どものよさや可能

性への支援、児童理解、個に応じた指導、子ど

もの悩みやﾄﾗﾌﾞﾙへの対応、交通安全指導、防災

指導、健康指導など）においても、高い評価を

いただいている。（現状） 

・R5 年度市学力･学習調査の生活調査における質

問「先生はあなたのよいところを認めてくれて

いますか」に対し、肯定的回答は 94.4％であ

り、市の平均を上回っている。教職員が一致し

て、子どもたちの思い、行い、頑張りを認め、

支えている様子が伺える。一方、6％弱の児童が

否定的に感じていることは課題と捉えていく。 

・教職員の徹底

した組織的対

応 

・教職員によって指導方針、指導内容、

対応の態様に差異が生じないよう、指

導や活動の計画について共通理解を確

実に図っていく。 

・組織内の OJT 機能を働かせ、ｷｬﾘｱの違

う職員のよさが相互に生きるよう管理

職が助言･支援していく。 

・年間計画上の会議の円滑な実施。 

・組織内における担当別目線からの多様

な対応法の検討 

・学校評価（教職員）「子どものよさや

可能性を伸ばそうとしている」完全肯

定回答 70％以上。（R5 年度 60.0％） 

・教職員の評価｢子どものよさや可能性を伸

ばそうとしている｣に対する｢そう思う｣

(完全肯定回答)は 72.4％で目標を達成。 

・計画された会議の 8割は予定時間以内に

終了し、無駄なく円滑に、共通理解をも

って実施できている。 

A 

方策：学校の教育活動はすべて子ども

たちの健全な育成に向けられ、教職

員もあらゆる分野で協働し、部署のﾘ

ｰﾀﾞｰが要となって活動を推進してい

る。今後も課題に対し、早期発見、

早期対応、組織的対応に努め、子ど

もの可能性を伸ばしていく。 

 

・現在、LINE によるトラブルが

児童の中でよく起きている。そ

の防止に向けて、保護者、教員

と協力して、何か取組はできな

いか。 

・中学校でも LINE トラブルが後

を絶たない。小・中が連携した

スマホトラブル防止について、

組織立った取組を行いたい。 

・個に応じた対応は難しいこと

は分かるが、タブレット学習の

みに頼るのではなく、学習物へ

のコメントや丸つけ等、きめ細

やかな対応をしていただけると

ありがたい。 

・児童への丁寧

で寄り添う生

徒指導 

・子どもたちがﾄﾗﾌﾞﾙを抱えたとき、｢子

どもがここで一皮剥けるﾁｬﾝｽ｣という

展望を職員がもち接する。 

・自分がどう対するべきか、どうしたい

かを主体的に考えさせる。 

・担当組織でﾐﾆ会議を開き、多くの目で

対応策を練り、迅速に対応する。 

・学校評価（保護者）「一人ひとりの児

童を理解し、個に応じた指導を行って

いる」完全肯定回答 50％以上。（R5

年度 31.6％ 

・学校評価（保護者）「子どものよさや

可能性を伸ばそうとしている」完全肯

定回答 50％以上。（R5 年度 38.3％） 

・｢一人ひとりの児童理解、個に応じた指

導｣への｢そう思う｣は、29.2％で昨年度を

下回り、目標値も大きく下回った。 

・｢子どものよさ、可能性｣へは 39.1％で昨

年度より微増だが、目標達成には至らな

かった。｢まあまあ思う｣までの肯定的回

答であれば 9割前後まで達している。 

B 

課題：ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄで生み出した時

間を子どもと向き合う時間に充てる

ことで、子どもが抱える悩みや不安

の解消に役立てていく。 

方策：ICT 利活用の拡大、教科横断的

な学習、行事の準備計画縮小などに

よるﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄをさらに推進していく。 



評　価　項　目 ＜保護者・地域＞ ＜教職員＞

Ⅲ　生徒指導・教育相談について
評　価　項　目 ＜保護者・地域＞ ＜教職員＞

学校では、児童の事故防止に努め、施設・設備の安
全に配慮している。

学校では、教室や特別教室の整理整頓がなされ、活
用されている。

保護者からの相談や要望に対して、教職員は誠実に対
応している。

学校では、児童に交通安全についての指導をしている。

学校では、児童に防災･防犯についての指導をしている。

学校では、児童に健康や安全に対する意識を高める指導
をしている。

学校では、児童にけがの防止など安全について指導を
している。

学校では、児童に給食の指導をしている。

Ⅳ　施設・設備について

子どもは、友だちがいやがることはしないで、仲良く生
活している。

子どもは、与野八幡小が好きであり、喜んで登校してい
る。

学校では、子どもの悩みやトラブル等について、適切に
対応している。

Ⅱ　教育活動・授業について
評　価　項　目 ＜保護者・地域＞ ＜教職員＞

学校では、子どもがわかりやすいように工夫し
て指導を行っている。

学校では、子どものよさや可能性を伸ばそうと
している。
学校では、自然や本などと触れ合う場や機会
を位置づけ、教育活動を工夫している。
学校では、タブレット等のICT機器を使った授
業を工夫している。

学校では、一人ひとりの児童の理解の程度に
応じた指導形態の工夫による、きめ細かな指
導を行っている。

評　価　項　目 ＜保護者・地域＞ ＜教職員＞
与野八幡小学校の子どもたちは、目標の実現を
目指し、意欲をもって学習に取り組む子どもに
育っている。

与野八幡小学校の子どもたちは、やさしさと思
いやりのある親切な子どもに育っている。

与野八幡小学校の子どもたちは、健康安全に気
をつけ、体力づくりに励む子どもに育ってい
る。

与野八幡小学校の子どもたちは、あいさつや返
事をしっかりとし、友だちとのかかわりあいを
大切にする子どもに育っている。

Ⅰ　経営方針・重点目標について

令和６年度　学校評価結果について
　本年度の「学校評価」の結果の概要をお知らせします。今回の評価結果を踏まえ、一層の指導の充実を図り、課題
については引き続き改善に努めてまいります。
◇評 価 者　　保護者・地域(学校評議員)　教職員             ◇実施時期　　令和６年１２月
◇回 収 数　　保護者・地域　３９５名　  教職員　２９名　　※右のグラフは、左の複数ある評価項目を合算して表したものです。

42%

55%

3%

37%

61%

2%

63%

36%

1%

48%

49%

3%

59%

41%

0%

48%

52%

0%

そう思う
まあまあ

そう思う
あまりそう

思わない

まったく

そう思わない
分からない

42%

52%

6%

42%

53%

5%



　　

Q16 自分の思ったことをすすんで話していますか。

学校評価を踏まえた改善策について

○児童会主体のあいさつ運動等を今後も継続していくとともに、５０周年記念行事として行った、学校・地域・家庭
の３者で協働して行う「あいさつキャンペーン」を継続して実施していく。
○自己表現力に「自信がない」児童が、増加傾向にあることを踏まえ、学校全体研修「個別最適な学び」をとおし
て、児童の自己表現力を高めていくと共に、各行事で活躍できる児童を増やし、達成感や成就感を味わう教育活動を
展開していく。
○昨年度に引き続き、保護者が児童が頑張っている様子を参観できるような行事等を、近隣の中学校とも連絡を取り
合いながら調整を行い、計画、実施すると共に、学校HPや連絡アプリをとおして保護者や地域に発信していく。
○今後もタブレット端末を積極的に活用していくとともに、ＩＣＴ機器の整備や管理方法の工夫・改善を進めてい
く。

☆皆様から貴重なご意見等も多数いただきました。（抜粋）

令和５年１２月実施　全児童対象　　

Q1 与野八幡小がすきですか。

Q14 めあてにむかって最後までがんばっていますか。

Q3 進んで学習していますか。

Q4 授業は、楽しいですか。

Q5 授業は、わかりますか。

Q6 友だちがいやがることはしないで、みんなとなかよ
くしていますか。

Q7 友だちと協力して活動していますか。

Q8 みんなにやさしくできていますか。

Q9 生活目標を守っていますか。

Q10 自分からあいさつをしていますか。

Q11 名前をよばれたら、「はい」と返事をしています
か。

Q15 健康に気をつけて生活していますか。

Q12 「ありがとう」「ごめんなさい」を言っています
か。

Q13 話をしずかに最後まで聞いていますか。

Q2 学校・学年・学級の目標にむかってがんばっていま
すか。

Ⅴ　家庭・地域との連携について
評　価　項　目 ＜保護者・地域＞ ＜教職員＞

学校では、家庭への連絡をきめ細かく行って
いる。
保護者や地域の方々に学校をよく知ってい
ただくために、学校公開日や授業参観、学校
行事等が適切に行われている。
保護者や地域は、学校教育に積極的に関わろうとし
ている。（スクールサポート　ネットワーク、授業参
観・懇談会、PTA活動他）

学校は、保護者や地域の願いに応えようとし
ている。

・学校を訪れると、先生、生徒の皆さんよく挨拶をしてくださる明るい雰囲気だと思います。
・学校が大好きで、毎日行くのをとても楽しみにしています。そのような環境を作ってくださり、とても感謝しています。
・なぜそういうことをしたのか、次からどうするべきなのか、しっかり子どもの意見を聞いて指導していただけて助かります。
・娘が友人関係の悩みを担任の先生に相談していました。先生に聞いてもらって心が軽くなったようです。
・タブレットPCで課題を提出する等、もうこの年でやるんだなあと感心した。
・月曜チャレンジでは、世代が上の皆さんが毎回アイデアを凝らして準備し、温かく見守ってくださることがありがたいです。
・50周年記念行事では、PTA、有志の皆さんが子どもたちのためにアイデアを次々と実行してくださり、楽しそうでした。
・あいさつキャンペーンは大変良かったと思います。卒業生や中学の先生、地域の方々があいさつし合い子供達を見守る事が
出来て今後もそのような機会があるといいと思います。
・通学班の子たちや家の前を通る子たちに挨拶をしても返ってこないことが多い。
・朝登校班について行くと、交通整理をしてくださる方が挨拶をしてくださっても返している子が少ないように感じました。
・学校全体に老朽化を感じる箇所が多数あります。

☆児童アンケートの結果
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与野八幡小が すきですか。

学校・学年・学級の 目標（もくひょう）にむかって がんばっていま…

進んで学習していますか。

じゅ業は、楽しいですか。

じゅ業は、わかりますか。

友だちがいやがることはしないで、みんなとなかよくしていますか。

友だちと協力（きょうりょく）して活動していますか。

みんなにやさしくできていますか。

生活目標を守（まも）っていますか。

自分からあいさつをしていますか。

名前をよばれたら、「はい」とへんじを していますか。

「ありがとうございます」「ごめんなさい」を言っていますか。

話をしずかに最後（さいご）まで きいていますか。

めあてにむかって最後までがんばっていますか。

健康（けんこう）に気をつけて生活していますか。

自分の思ったことをはっきりと話していますか。

そう思う まあまあそう思う あまりそうは思わない まったくそうは思わない


